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の分野においても、協力をしながら取り組んで
いるところです。
　このような大きなプロジェクトでは、多数の
研究者の技術的な交流だけではなく、その成果
が政府に持続的に活用できるように技術移転を
行うため、政府関係者も含めた研究者交流が重
要です。
ニカラグアとの共同研究
　2011年から2014年まで中米にあるニカラグ
ア国立自治大学（UNAN）地球科学研究センター
（CIGEO）に「マナグア湖南部流域におけるマル
チ・ハザード調査研究（JICA/JSPS）」にて、地す
べり担当の専門家として計４回派遣されました。
　ニカラグアは、1972年の都市直下での大地
震、1992年の津波、1998年のハリケーン「ミッ
チー」などたびたび大きな災害が発生していま
す。特に地震が多く発生するため、地震および
地震工学の研究は進んでいます。しかし、一方
で地すべりに関する研究は遅れているため、本
プロジェクトでは相手国からの要請により地震
と地すべりがテーマとなりました。
　大学では、教員、学生含め６名程度で研究を
進めていました。専門は地形地質、岩石、地盤
と多岐にわたりましたが、地すべりの専門はい
ませんでした。行った内容としては、降雨量の
観測による危険度判定手法、斜面のモニタリ
ング手法、地盤の浸透しやすさの計測手法（写
真３）、安定解析等について行いました。特に
計測機器の設置、データの解釈、現地調査法な
ど基本的なところも含めて行っています。3年
あまり同じコアメンバー（写真4）と研究を行っ
てきたため、個々の技術レベルが上がりました。
リーダーの人材育成に対しても着実に貢献でき
ていると考えられます。
　今年は渡航直前の2014年4月11日マナグア
湖周辺において、深さ13km, M6.1の地震が発
生しました。不安定化した斜面の問題がマスコ
ミでも大きく報じられ、今までの成果を生かす機
会となっています。このように災害は待ってくれ
ないため、防災技術として完全なものでなくて
も、現場に適用し災害を少しでも減らすことに
役立つようにすることが重要であるといえます。
写真１　地すべり研究メンバー（NIEDにて）
写真２　モニタリング斜面（変位、地下水計測）
写真４　ニカラグア国立自治大学の研究メンバー
写真３　実験室での浸透試験
